
 

「紫川の歌」と「森鷗外を偲ぶ会」について 

 

小倉北区勝山公園には、小倉城に近い「鷗外橋」遊歩道に「森鷗外文学碑」 

が建立されています。「舞姫」「阿部一族」「山椒大夫」「高瀬舟」など、数多 

くの名作を遺した鷗外。明治時代、旧日本陸軍軍医として旧小倉市に３年間 

暮らしました。小倉を題材とした作品では「小倉日記」や「鶏」などがあり、 

小倉時代は後の文筆活動に大きな影響を与えたと言われています。 

 

 小倉に赴任した、明治３２年（1899年）６月１９日を記念して、毎年この

日に「森鷗外を偲ぶ会」が開催されています。 

本校卒業生の作家劉寒吉先生は、鷗外が小倉で過ごしたことを後世に伝え、

北九州地域の文化振興に尽力しました。そして、劉先輩の後輩である倉商生

は、その魂を今日まで受け継ぎ、毎年欠かすことなく会に参加しています。 

 

会では、北九州市長や北九州文学館長の挨拶の後、本校放送部による鷗外の

小説朗読や本校吹奏楽部による、劉寒吉先生作詞、中林清治先生作曲（元本校

音楽教員）の「紫川の歌」の演奏と合唱を行います。 
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